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1. 目的 

三重大学水産実験所で行われた全国大学水産実験所長会議で、小職が技術職員表彰を授

与されることになったため。また、この機会を利用し、先方の施設見学および技術職員さ

んと情報交換を行うため。 

 
2. 期間・場所 

期間：令和 6 年 5 月 10 日～11 日 

場所：三重大学水産実験所 

 
3. 参加者 

現地 約 20 名 

オンライン 約 20 名 

 
4. 研修内容 

全国大学水産実験所長会議は、現在 22 大学 38 施設が参加している組織で、水中の生物

生産を食料として有効に利用するための教育・研究という共通目的の下にある施設の代表

や担当者が集って情報交換する場です。その終盤において実験所で働く技術職員への表彰

式があり、私ともうひと方の受賞があった。また、それとは別に、今回の開催地であった

三重大学水産実験所の技術職員さんの案内のもと、施設見学および運営手法や問題点・改

善点、成功事例、失敗談等多岐に渡り情報の交換を行った。 

 
5. まとめと感想 

技術職員表彰は前年度より新設されたそうで、まさか自分がいただけるとは思ってもいな

かったが、この賞を励みに再度気を引き締めて、水産教育の発展に少しでも貢献できれば

と考えている。また、技術職員さんとの情報交換では、大学の予算が削減される中、知恵

を出して難局を乗り越えようと奮闘されていることが印象的でした。自身も改めて出来る

ことを忠実に、そしてアイデアを出して行動し、乗り越えれたらと考えている。 


